
西
脇
修
師
を
追
惜
し
て

高

島

幸

次

去
る
七
月
一
六
日
、
西
脇
修
君
が
亡
く
な
っ
た
。
龍
谷
大
学
で

私
の
二
年
後
輩
だ
っ
た
の
で

西
脇
君
」
高
島
さ
ん
」で
呼
び
合
っ

て
は
い
た
が
、
本
願
寺
の
「
名
誉
侍
真
」
の
称
号
を
授
与
さ
れ
る

ほ
ど
活
躍
さ
れ
た
彼
の
公
的
な
立
場
を
慮
れ
ば
、
法
名
で

西
脇

修
見
師
が
往
生
さ
れ
た

と
い
う
べ
き
か
。
享
年
六
二
歳
、
若
す

ぎ
る
往
生
だ
っ
た
。

一

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）
一
一
月
二
〇
日
、
師
は
兵
庫
県
た

つ
の
市
揖
保
川
町
袋
尻
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
超
念
寺
に
生
を
う

け
た
。
袋
尻
の
地
名
の
通
り
三
方
に
山
影
を
望
む
緑
豊
か
な
風
土

が
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
懐
の
深
い
師
を
育
ん
だ
の
か
と
思
う
。
何

度
か
超
念
寺
を
訪
ね
た
が
、
竜
野
駅
か
ら
袋
尻
へ
向
か
う
道
筋
で
、

人
を
慈
し
む
風
土
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。
い

つ
ま
で
も
独
特
の
播
州
弁
が
抜
け
な
か
っ
た
の
は
、
師
の
郷
里
へ

の
こ
だ
わ
り
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
後
年
、
千
葉
乗
隆
先
生

の
播
州
調
査
に
際
し
、
嬉
し
そ
う
に
自
ら
の
郷
里
を
案
内
し
て
く

れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

師
の
誰
に
対
し
て
も
分
け
隔
て
を
し
な
い
、
フ
ラ
ン
ク
な
付
き

合
い
方
は
、
実
に
自
然
で
心
地
よ
か
っ
た
。
私
も
学
年
の
違
い
な

ど
は
全
く
感
じ
な
い
ま
ま
、
気
が
置
け
な
い
友
人
と
し
て
接
し
て

き
た
。
冒
頭
の
「
君
」
と
「
師
」
の
く
だ
り
を
読
め
ば
、
師
は
間

違
い
な
く
「
そ
ん
な
ん
、
ど
っ
ち
で
も
え
え
や
ん
」
と
微
笑
む
に

違
い
な
い
。

師
は
地
元
の
兵
庫
県
立
龍
野
高
校
に
入
学
後
ま
も
な
く
得
度
さ
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れ
、
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
）
に
は
龍
谷
大
学
文
学
部
史
学
科

（
現
、
歴
史
学
科
）
に
入
学
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
学
院
文

学
研
究
科
（
国
史
学＝

現
、
日
本
史
学
）
に
進
む
と
、
龍
谷
大
学

仏
教
史
研
究
会
や
近
世
仏
教
研
究
会
な
ど
を
活
動
の
場
と
さ
れ
た
。

そ
の
こ
ろ
は
、
江
戸
幕
府
の
宗
教
政
策
に
視
座
を
定
め
、
院
の
在

学
中
に
「
近
世
寺
壇
制
度
の
成
立
に
つ
い
て
｜
幕
府
法
令
を
中
心

に
｜
」（『
近
世
仏
教
の
諸
問
題
』
雄
山
閣
、
一
九
七
九
年
）
や
、

「
本
願
寺
教
団
に
お
け
る
本
末
制
法
度
」（『
近
世
仏
教
』
四
巻
四

号
、
一
九
八
〇
年
）
な
ど
の
論
考
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。

前
者
は
、
幕
府
法
令
に
よ
っ
て
寺
院
が
民
衆
支
配
の
機
構
の
一

端
と
し
て
機
能
化
か
つ
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
論
証
し
た
も
の
で
、

後
に
『
親
鸞
大
系
』
歴
史
篇
第
九
巻
（
法
蔵
館
、
一
九
八
九
年
）

に
再
録
さ
れ
た
。
後
者
は
、
教
団
内
法
度
に
よ
っ
て
本
願
寺
教
団

に
お
け
る
本
末
制
度
の
成
立
と
、
そ
こ
か
ら
触
頭
制
度
へ
の
移
行

過
程
に
幕
府
の
意
図
を
探
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
）
一
月
、
超
念
寺
副
住
職
に
就
か
れ

る
と
、
そ
の
三
月
に
は
博
士
課
程
を
単
位
取
得
退
学
さ
れ
た
。
こ

れ
以
後
、
師
は
僧
侶
と
研
究
者
の
二
足
の
わ
ら
じ
で
歩
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

二

大
学
院
退
学
後
は
、
龍
谷
大
学
、
相
愛
大
学
、
夙
川
学
院
短
期

大
学
、
兵
庫
女
子
短
期
大
学
、
兵
庫
大
学
な
ど
に
非
常
勤
講
師
と

し
て
出
講
し
な
が
ら
、
研
究
を
深
め
ら
れ
た
。

こ
の
う
ち
夙
川
短
大
の
講
師
は
私
が
無
理
を
お
願
い
し
た
の
だ

が
、
と
き
に
は
法
事
の
帰
り
に
法
衣
姿
の
ま
ま
で
出
講
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
学
生
食
堂
で
周
囲
の
注
目
を
浴
び
て
も
気
に
す
る

風
も
な
く
、
学
生
た
ち
に
問
わ
れ
る
ま
ま
に
法
衣
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
）
に
は
、
本
願
寺
派
同
朋
運
動
変
遷

史
編
纂
委
員
と
な
り
、
本
願
寺
教
団
に
お
け
る
同
和
問
題
の
資
料

集
の
編
纂
に
従
事
さ
れ
た
。
私
も
委
員
の
末
席
に
連
な
っ
た
の
で
、

こ
れ
以
後
、
現
在
の
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
地
に
あ
っ
た
同
和
教

育
セ
ン
タ
ー
で
頻
繁
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の

帰
路
に
は
赤
提
灯
に
引
っ
掛
か
る
の
が
常
だ
っ
た
。

師
は
、
そ
れ
に
先
立
ち
八
二
年
か
ら
同
和
教
育
振
興
会
の
研
究

員
と
し
て
、
本
願
寺
派
の
同
和
運
動
（
同
朋
運
動
）
に
関
与
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
編
纂
委
員
会
の
主
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

『
同
朋
運
動
史
資
料
』
二
・
三
・
別
冊
（
一
九
八
六
〜
九
〇
年
）

の
刊
行
に
尽
力
さ
れ
た
。
同
『
資
料
』
刊
行
後
も
、
師
は
同
朋
運

動
へ
の
関
わ
り
を
深
め
、
九
一
年
に
は
同
和
教
育
振
興
会
の
評
議

委
員
、
及
び
運
営
委
員
に
就
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
師

の
関
心
は
、
研
究
者
と
し
て
は
本
願
寺
教
団
の
部
落
史
に
向
か
い
、

僧
侶
と
し
て
も
本
願
寺
教
団
の
同
和
問
題
へ
の
発
言
を
活
発
化
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
地
元
の
揖
保
川
町
に
お
い
て
も
、
一
九
八
四
年
に
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
を
委
嘱
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
八
八
年
に

は
生
涯
学
習
懇
話
会
委
員
、
お
よ
び
人
権
教
育
指
導
員
、
九
二
年

に
保
護
司
、
九
三
年
に
人
権
擁
護
委
員
、
九
五
年
に
青
少
年
育
成
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協
議
会
理
事
、
及
び
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
企
画
委
員
会
委
員
に

就
か
れ
る
な
ど
、
活
動
の
幅
は
広
が
っ
て
い
く
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
委
員
活
動
に
加
え
て
、
揖
保
川
町
の
歴
史
編

纂
に
も
従
事
さ
れ
、
八
九
年
に
は
『
揖
保
川
町
の
人
権
の
歴
史
』

第
二
巻
で
、
揖
保
川
町
の
近
代
部
落
史
の
編
集
と
、
寺
院
、
宗
教

関
係
の
監
修
を
行
わ
れ
、
二
〇
〇
四
年
に
は
『
揖
保
川
町
史
』
第

二
巻
本
文
編
に
お
い
て
、
人
生
儀
礼
と
風
俗
、
方
言
、
民
俗
芸
能

な
ど
を
分
担
執
筆
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
、
地
元
の
歴
史
へ
の
関
心
は
、「
近
世
真
宗
の
一

様
相
｜
播
州
一
寺
院
の
記
録
を
通
し
て
｜
」（
木
村
武
夫
先
生
喜

寿
記
念
『
日
本
仏
教
史
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
六
年
）

や
、「
播
磨
国
龍
野
藩
に
お
け
る
近
世
一
寺
院
の
動
向
」（
千
葉
乗

隆
博
士
古
稀
記
念
『
日
本
の
社
会
と
仏
教
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九

九
〇
年
）
な
ど
の
論
考
に
結
実
し
て
い
る
。

前
者
は
、
た
つ
の
市
揖
保
川
町
の
寺
院
所
蔵
史
料
に
よ
っ
て
、

近
世
身
分
制
社
会
に
お
け
る
寺
手
形
発
行
に
よ
る
身
分
解
放
の
事

例
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
後
者
も
同
様
の
関
心
に
基
づ
き
、

た
つ
の
市
揖
西
町
の
寺
院
所
蔵
史
料
を
駆
使
し
て
、
被
差
別
寺
院

が
改
派
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
企
図
し
た
事
例

の
顚
末
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
「『
宗
門
檀
那
請
合
之
掟
』
を
読

む
｜
過
去
帳
の
意
味
す
る
こ
と
の
点
検
の
た
め
に
｜
」（
同
和
教

育
振
興
会
『
同
和
教
育
論
究
』
第
二
一
号
）
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、「
宗
門
人
別
帳
」
作
成
の
経
緯
を
通
観
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
過
去
帳
」
の
意
味
を
問
う
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
の
全
国

の
諸
寺
院
に
書
写
整
備
さ
れ
た
「
宗
門
檀
那
請
合
之
掟
」
の
検
討

を
通
じ
て
、
幕
藩
制
国
家
の
支
配
原
理
の
中
に
寺
檀
制
度
を
位
置

づ
け
る
も
の
だ
っ
た
。
師
の
院
生
時
代
の
関
心
に
回
帰
す
る
よ
う

な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
師
の
最
後
の
論
考
と
な
っ
た
。

三

師
の
僧
侶
と
し
て
の
転
機
は
、
一
九
九
二
年
（
平
成
四
）
の
御

父
君
の
遷
化
に
よ
り
、
四
一
歳
で
超
念
寺
住
職
を
継
職
さ
れ
た
と

き
と
、
二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
）
の
宗
会
議
員
に
当
選
し
た
と

き
だ
ろ
う
か
。
晩
年
の
師
は
、
住
職
と
、
四
期
連
続
当
選
を
果
た

し
た
宗
会
議
員
の
活
動
に
全
力
を
尽
く
さ
れ
て
い
た
。
超
念
寺
の

寺
務
と
、
本
願
寺
派
の
宗
務
の
掛
け
持
ち
に
よ
り
、
自
坊
と
本
山

を
往
復
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
研
究
活
動
に
割
く
時
間
は

確
実
に
減
少
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
）
四
月
に
は
、
長
年
、
非
常
勤
講
師

を
務
め
た
兵
庫
大
学
の
特
任
教
授
に
就
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
宗

門
に
お
い
て
は
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
評
議
員
を
委
嘱
さ
れ
て
い

る
。
学
生
時
代
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
同
研
究
所
に
、
以
前
と
は
異

な
っ
た
立
場
で
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
師
の
望
む
と
こ

ろ
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
さ
ら
に
同
年
五
月
に
は
、
宗
門
長
期
振

興
計
画
推
進
対
策
室
長
に
も
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
ろ
、
新
大
阪
駅
で
途
中
下
車
し
た
師
と
待
ち
合
わ
せ
た

こ
と
が
あ
る
。
教
団
改
革
に
つ
い
て
熱
弁
を
ふ
る
う
師
に
、「
研

究
者
と
言
う
よ
り
は
、
政
治
家
や
な
」
と
揶
揄
す
る
よ
う
な
感
想
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を
も
ら
し
た
ら
、
師
は
本
願
寺
史
料
研
究
所
の
あ
り
方
に
話
題
を

転
じ
た
。
当
時
の
所
長
だ
っ
た
千
葉
乗
隆
先
生
を
宗
会
議
員
と
し

て
補
佐
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
私
の
揶

揄
に
対
す
る
師
な
り
の
答
え
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
う
い
え
ば
、

二
〇
〇
八
年
に
龍
谷
大
学
顕
真
館
で
行
わ
れ
た
「
千
葉
乗
隆
先
生

を
偲
ぶ
会
」
で
、
師
は
千
葉
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
代
表
と
し
て
追
悼
の
辞
を

読
ま
れ
た
が
、
そ
の
後
に
「
何
の
恩
返
し
も
で
き
な
か
っ
た
わ
」

と
淋
し
そ
う
に
つ
ぶ
や
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
）
八
月
か
ら
翌
々
年
二
月
ま
で
、
師

は
本
願
寺
の
総
務
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
宗
会
議
員
が
国
政
に
お

け
る
国
会
議
員
に
あ
た
る
と
す
れ
ば
、
総
務
は
国
務
大
臣
に
あ
た

る
と
い
う
。
さ
ら
に
同
年
九
月
に
は
名
誉
侍
真
に
補
さ
れ
て
い
る
。

近
世
の
「

役
」
の
流
れ
を
汲
む
役
職
だ
と
聞
け
ば
、
宗
門
外
の

私
に
も
、
そ
の
重
責
と
多
忙
ぶ
り
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
う
し
て
、
宗
務
の
比
重
が
大
き
く
な
る
に
し
た
が
い
、
研
究

に
割
く
時
間
が
減
少
し
て
い
っ
た
こ
と
を
、
師
は
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
内
心
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
っ
た
の

か
、
そ
れ
と
も
、
教
団
に
貢
献
す
る
こ
と
の
充
実
感
に
満
ち
て
い

た
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
聞
く
こ
と
も
で
き
な
い
。

超
念
寺
の
寺
務
に
つ
い
て
話
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
唯
一
、

共
通
の
話
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
九
五
年
（
平
成
七
）
か

ら
毎
年
一
一
月
に
超
念
寺
で
開
催
さ
れ
た
笑
福
亭
松
喬
さ
ん
の
落

語
会
で
あ
る
。
私
が
、
落
語
の
定
席
「
天
満
天
神
繁
昌
亭
」（
二

〇
〇
六
年
柿
落
と
し
）
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
よ
く
落
語

の
話
を
し
た
。
寺
院
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
落
語
会
の
関
係
に
つ

い
て
の
思
い
を
吐
露
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
松
喬
さ
ん
が
繁

昌
亭
に
出
演
し
た
と
き
、
師
と
と
も
に
楽
屋
を
訪
ね
鼎
談
し
た
こ

と
が
懐
か
し
い
。
松
喬
さ
ん
の
出
番
が
迫
り
「
じ
ゃ
ぁ
、
こ
の
続

き
は
超
念
寺
の
落
語
会
の
夜
に
」
と
約
束
し
た
が
果
た
せ
な
い
ま

ま
、
松
喬
さ
ん
も
師
の
半
月
後
の
七
月
三
〇
日
に
逝
っ
て
し
ま
っ

た
。
奇
遇
と
言
う
し
か
な
い
。

四

師
と
最
後
に
会
っ
た
の
も
、
本
年
六
月
七
日
の
大
阪
の
御
堂
会

館
で
行
わ
れ
た
落
語
会
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
に
も
何
回
か
誘
い
、

御
夫
妻
で
来
阪
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
日
は
御
子

息
と
二
人
だ
っ
た
。
開
場
前
の
慌
た
だ
し
い
中
で
言
葉
を
交
わ
し

た
の
が
最
後
に
な
っ
た
。
実
は
、
私
の
ミ
ス
で
師
の
席
が
随
分
と

離
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
日
は
赤
松
徹
眞
所
長
も
来
ら
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
落
語
会
の
後
の
二
次
会
で
一
緒
に
な
る
だ

ろ
う
と
独
り
合
点
し
た
の
が
間
違
い
だ
っ
た
。
落
語
が
は
ね
た
後
、

姿
を
求
め
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
い
ま
思
え
ば
、
挨
拶
な
し

に
帰
る
ほ
ど
に
具
合
が
悪
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
帰
宅
後
に
体
調
を

尋
ね
る
メ
ー
ル
を
送
っ
た
ら
、
翌
日
の
夕
刻
に
、
師
か
ら
最
後
の

メ
ー
ル
が
あ
っ
た
。

返
信
遅
く
な
り
ま
し
た
。
昨
夜
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ご
高
配
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
中
略
）。

私
は
昨
年
ラ
ジ
オ
波
で
肝
臓
を
焼
き
ま
し
た
が
、
一
〇
年
保

証
付
き
で
す
。
今
年
に
入
っ
て
脳
出
血
の
後
遺
症
が
出
、
現
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在
降
圧
剤
と
肝
機
能
の
治
療
薬
で
小
康
状
態
で
す
。
副
作
用

が
き
つ
い
で
す
。
生
活
は
従
来
通
り
で
す
。
体
力
は
落
ち
て

い
ま
す
。

（
付
記
）

随
分
と
個
人
的
な
感
想
を
交
え
て
し
ま
い
、
当
所
報
に
似
つ
か
わ
し

く
な
い
追
悼
文
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
師
は
「
こ
れ
で
え
え
よ
、

堅
苦
し
い
の
ん
は
い
や
ゝ
も
ん
」
と
許
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。
師
は
そ
ん

な
友
で
あ
っ
た
。
合
掌
。（
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
〇
日
記
）

（
た
か
し
ま
・
こ
う
じ

大
阪
大
学
招
聘
教
授

本
願
寺
史
料
研
究
所
委
託
研
究
員
）

※

※

※

※

※

※

不
用
の
壷呂

宋
壷
に
煎
茶
が

詰
め
ら
れ
た
か
ど
う
か

坂

本

博

司

山
科
の
小
山
村
に
露
山
と
呼
ば
れ
た
本
願
寺
の
別
荘
が
あ
っ
た
。

寂
如
の
時
代
に
は
何
度
も
そ
こ
を
訪
れ
、
避
暑
に
、
ま
た
秋
に
は

松
茸
狩
り
を
楽
し
ん
だ
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
後
宗
主
が

利
用
し
た
記
事
は
め
っ
き
り
少
な
く
な
る
。
幕
末
に
な
る
と
、
詳

し
い
経
緯
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
部
が
茶
園
と
し
て
開
か
れ
、
そ

の
製
品
が
本
願
寺
に
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
散
見
す
る
。

露
山
の
茶
が
本
山
で
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
た
の
か
、
い
く
つ

か
の
記
事
を
こ
こ
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
み
よ
う
と
思
う
。

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
七
月
二
十
日
、
露
山
御
屋
敷
番
の

辻
半
右
衛
門
に
対
し
て
、
敷
地
内
の
清
掃
が
よ
く
行
き
届
き
、
竹

林
や
茶
園
に
つ
い
て
今
後
も
良
好
な
生
育
が
見
込
め
る
と
し
て
、

ご
褒
美
二
貫
文
が
与
え
ら
れ
た
。（
留
役
所
『
諸
日
記
』
同
月
日

条
。
以
下
の
出
典
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
史
料
群
で
あ
る
。）

こ
の
記
事
だ
け
か
ら
、
当
地
に
お
け
る
茶
園
開
発
の
時
期
を
推

定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
す
で
に
こ
の
段
階
で
そ
の
整
備
が
か

な
り
進
ん
で
お
り
、
も
う
数
年
も
す
れ
ば
確
実
な
収
量
が
見
込
め

る
成
木
が
整
然
と
な
ら
ん
だ
、
い
か
に
も
茶
園
ら
し
い
景
観
を
呈

し
て
い
た
こ
と
、
と
同
時
に
、
製
茶
を
営
む
の
で
あ
れ
ば
、
少
な

く
と
も
蒸
し
と
乾
燥
の
各
作
業
を
充
足
さ
せ
る
設
備
と
一
時
的
に

茶
を
収
納
す
る
施
設
が
、
そ
れ
に
近
接
し
て
準
備
さ
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
茶
の
生
産
は
宇
治
・
山
城
に
と
ど
ま
ら

ず
広
い
範
囲
に
及
ん
だ
。
製
造
さ
れ
た
茶
は
、
当
時
も
て
は
や
さ

れ
た
煎
茶
の
類
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
ん
な
露
山
で
の
茶
の
製
造
が
確
認
で
き
る
の
は
八
年
後
、
嘉

永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
こ
と
で
あ
る
。
四
月
二
十
日
「
御
製
茶

法
御
用
」
を
終
え
て
、
関
民
弥
と
田
中
寛
太
夫
が
帰
京
し
た
。
ち

な
み
に
、
こ
の
両
名
は
、
三
月
末
か
ら
四
月
半
ば
の
茶
の
最
盛
期

に
、
四
日
か
ら
五
日
ず
つ
交
代
で
露
山
に
張
り
付
い
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
（
同
四
年
三
月
二
十
八
日
条
）。
ま
た
伏
見
の
西

養
寺
と
六
地
蔵
の
正
行
寺
も
そ
れ
ぞ
れ
自
坊
に
戻
っ
た
と
の
届
け

出
も
あ
っ
た
。
そ
の
年
の
茶
の
出
来
高
が
報
告
さ
れ
、
う
ち
「
御

用
」
の
た
め
に
茶
銘
を
廬
橘
（
本
来
の
意
は
枇
杷
の
異
称
）
と
す

る
茶
十
三
斤
が
御
側
御
用
人
の
仲
見
を
通
し
て
本
山
へ
贈
ら
れ
、
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そ
れ
以
外
は
封
印
し
て
御
留
守
居
に
預
け
置
か
れ
た
と
い
う
。
同

様
の
記
事
は
二
年
後
に
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
例
年
大
奥
江

」
と

あ
る
。
そ
し
て
ま
た
十
三
斤
の
目
方
を
二
貫
六
百
目
と
す
る
こ
と

か
ら
、
一
斤
を
二
百
匁
と
換
算
す
る
当
時
の
茶
業
界
の
慣
習
に
従

っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
一
〇
キ
ロ
に
近
い
重
量
の
、
し
か
も

新
茶
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
三
年
間
の
記
録
「
御
茶
仕
上
ケ
見
競
帳

一
冊
」
が
あ
っ
た
こ
と
も
載
せ
る
。
そ
の
年
々
の
出
来
具
合
が
詳

し
く
記
載
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
ま
だ
茶

づ
く
り
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
試
作
段
階
と
い
う
印
象
が
拭
え
な

い
。露

山
の
茶
に
は
、「
御
手
製
之
御
茶
銘
」
と
し
て
露
山
、
松
華
、

そ
し
て
廬
橘
の
三
種
が
付
さ
れ
た
。
本
山
に
納
入
そ
し
て
御
留
守

居
に
預
け
ら
れ
た
と
い
う
詳
細
が
、
そ
こ
に
載
る
「
御
茶
目
録
」

で
あ
る
。
露
山
は
「
極
上
製
」
で
、「
松
華
之
御
壷
」
に
納
め
ら

れ
た
。「
其
余
有
物
（
そ
の
あ
ま
り
あ
る
も
の
）」
は
、
製
品
以
外

の
部
分
で
俗
に
「
出
物
」
と
い
っ
て
、
こ
の
場
合
は
主
に
茎
の
部

分
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
松
華
は
「
上
製
」、
廬
橘
は
「
中

製
」、「
無
銘
」
と
す
る
も
の
も
「
中
製
」
だ
が
、
こ
れ
は
買
い
入

れ
分
と
あ
る
。
こ
こ
で
極
上
と
か
上
中
と
い
う
よ
う
に
、
茶
の
品

質
や
出
来
具
合
の
別
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も

当
事
者
た
ち
の
判
断
、
区
別
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
出
物
の

ほ
か
に
粉
茶
、
そ
し
て
「
飛
出
し
」
は
破
片
や
柔
捻
時
に
解
き
ほ

ぐ
せ
な
か
っ
た
塊
な
ど
で
、
こ
こ
で
い
う
余
り
物
の
さ
ら
に
下
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
い
わ
ば
残
り
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
製
品
に

付
け
加
え
ら
れ
て
引
き
取
ら
れ
た
。
最
後
に
「
晩
茶
」
の
項
目
も

み
え
る
が
、
こ
れ
は
二
番
茶
や
三
番
茶
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
や

や
時
間
を
置
い
て
、
納
入
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

翌
月
に
も
露
山
の
茶
に
関
わ
る
記
事
が
載
る
（
同
二
年
五
月
二

十
五
日
条
）。
先
ほ
ど
も
登
場
し
た
伏
見
の
西
養
寺
、
六
地
蔵
の

正
行
寺
に
伏
見
の
「
茶
師
」
紅
潮
園
と
い
う
人
物
が
加
わ
り
、
茶

を
「
焙
じ
」
そ
し
て
さ
ら
に
紅
潮
園
が
持
参
し
た
茶
と
「
調
合
」、

す
な
わ
ち
ブ
レ
ン
ド
を
そ
こ
で
し
て
い
る
。
こ
こ
に
「
焙
じ
」
と

あ
る
の
は
、
い
っ
た
ん
出
来
上
が
っ
た
茶
、
こ
れ
を
荒
茶
と
い
う

が
、
こ
れ
を
改
め
て
焙
炉
な
ど
で
加
熱
す
る
茶
の
仕
上
げ
工
程
の

一
つ
の
段
階
を
い
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
つ
ま
り
、
納
め
ら
れ

た
廬
橘
十
三
斤
の
荒
茶
の
一
部
を
仕
上
げ
、
そ
れ
に
ま
た
別
の
茶

を
合
わ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
結
果
は
さ
ん
ざ
ん

で
、
う
ま
味
が
ま
っ
た
く
な
く
て
、
今
後
梅
雨
明
け
後
す
ぐ
の
調

整
は
止
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
頃
、
す
で
に
茶
師
の
称
号
は
、
一
般
名
詞
の
よ
う
に
用
い

ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
で
も
っ
て
特
段
の
上
手
や
特
定
の
御
用
商
人

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
紅
潮
園
も
ま
さ

に
そ
う
で
、
と
て
も
茶
を
知
り
得
た
業
者
と
は
思
え
な
い
。
そ
ん

な
に
早
い
季
節
に
仕
上
げ
を
す
る
こ
と
は
通
常
あ
り
え
な
い
か
ら

で
あ
る
。
本
来
は
、
夏
を
超
え
て
、
涼
し
く
な
っ
て
か
ら
の
作
業

で
あ
る
。
そ
う
し
た
基
本
的
な
こ
と
も
わ
か
っ
て
な
い
雰
囲
気
が

あ
る
。
西
養
寺
や
正
行
寺
は
、
茶
ど
こ
ろ
宇
治
に
程
近
く
、
そ
の

盛
業
の
様
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
彼
ら
が
、

露
山
の
茶
生
産
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま

た
、
こ
の
と
き
に
紅
潮
園
が
茶
料
を
支
払
う
と
あ
る
の
は
、
い
っ
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た
ん
こ
こ
で
本
山
に
対
し
て
決
済
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
紅

潮
園
が
独
自
に
売
り
さ
ば
く
た
め
の
茶
を
露
山
か
ら
仕
入
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
茶
園
を
広
げ
よ
う
と
す
る
そ

ん
な
意
欲
が
記
事
の
末
尾
か
ら
垣
間
見
え
る
。
で
も
ま
だ
ま
だ
手

探
り
の
状
態
の
よ
う
で
あ
る
。

翌
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
六
月
十
六
日
条
に
よ
る
と
、
露
山

の
茶
の
一
部
が
、
信
楽
で
焼
か
れ
た
比
較
的
新
し
い
が
、
儀
式
用

に
も
用
い
る
茶
壷
に
詰
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら

く
、
前
の
記
事
に
出
た
「
松
華
之
御
壷
」
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
。
関
民
弥
は
、
こ
れ
ま
で
の
信
楽
の
茶
壷
で
は
物
足
ら
な
い
の

か
、
そ
れ
と
も
他
の
興
味
や
関
心
が
あ
っ
て
の
こ
と
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
ほ
か
に
「
不
用
」
の
壷
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
下
げ
渡

し
て
も
ら
え
な
い
か
と
尋
ね
て
き
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
な
ん
と
い
っ
て
も
「
不
用
」
と
い
う
文
言
が
気
に
な
る
の

だ
が
、
い
っ
た
ん
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
と
も
か
く
も
本
願
寺
は
こ

れ
を
受
理
し
、
山
内
関
係
機
関
で
あ
る
納
戸
と
黒
書
院
を
調
査
し
、

さ
ら
に
そ
こ
で
報
告
さ
れ
た
壷
に
つ
い
て
ご
丁
寧
に
藪
内
紹
智
と

八
文
字
屋
儀
兵
衛
に
鑑
定
を
依
頼
し
、
そ
れ
ら
を
上
中
下
の
三
段

階
に
ラ
ン
ク
分
け
し
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
な
ん

と
き
っ
ち
り
と
関
の
要
望
に
こ
た
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

調
査
と
鑑
定
の
結
果
は
、
ま
ず
納
戸
に
は
い
ず
れ
も
呂
宋
と
さ

れ
る
も
の
が
四
つ
の
箱
入
り
で
あ
り
、
う
ち
銘
の
あ
る
「
初
雪
」

と
「
翁
」
は
伝
来
の
重
器
で
、
の
こ
る
二
箱
の
う
ち
一
つ
は
「
唐

物
」「
瀬
戸
」「
二
代
藤
四
郎
作
」
と
い
っ
た
記
載
の
あ
る
こ
と
か

ら
ほ
ぼ
同
等
の
類
と
し
た
が
、
も
う
一
つ
に
つ
い
て
は
下
品
と
判

定
さ
れ
た
。
い
っ
ぽ
う
黒
書
院
は
、
こ
れ
も
す
べ
て
呂
宋
で
、
う

ち
一
つ
に
「
曙
」
の
銘
が
あ
る
「
極
上
呂
宋
」
の
二
箱
を
上
品
、

こ
の
ほ
か
中
品
が
五
、
そ
し
て
四
つ
の
壷
を
下
品
と
し
た
。
こ
こ

で
下
品
と
判
定
さ
れ
た
納
戸
の
箱
入
り
の
一
つ
、
そ
れ
と
黒
書
院

の
四
つ
、
計
五
つ
を
関
に
下
げ
渡
す
こ
と
な
っ
た
と
記
録
は
伝
え

て
い
る
。

呂
宋
壷
に
新
た
に
ラ
ン
ク
を
付
し
、
そ
の
な
か
か
ら
下
品
と
判

断
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
い
わ
ば
身
内
か
ら
の
要
請
に
こ
た
え

て
、
そ
れ
を
茶
の
容
器
と
し
て
取
り
扱
わ
せ
た
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

問
題
は
、
や
は
り
「
不
用
」
で
あ
る
。
高
級
な
茶
壷
は
、
そ
の

名
義
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
器
物
そ
の
も
の
は
ま
さ
に
「
重
器
」

で
あ
る
の
で
、
文
字
通
り
「
不
用
」
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
も
使
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
し
た
用
途
に
は
ま
っ
た
く

用
い
な
い
と
し
た
。
一
部
上
級
品
に
つ
い
て
そ
の
原
則
は
守
ら
れ

た
が
、
は
て
さ
て
、
下
品
の
呂
宋
壷
は
、
こ
の
時
点
か
ら
「
不

用
」
で
は
な
く
な
り
、
改
め
て
実
用
品
と
し
て
活
用
さ
れ
た
と
判

断
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

信
楽
ら
し
い
「
松
華
之
御
壷
」
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
使
用
さ

れ
た
形
跡
は
み
え
る
が
、
実
際
に
こ
れ
に
茶
を
詰
め
た
、
持
ち
運

ん
だ
と
い
う
記
事
に
は
接
し
て
い
な
い
の
で
、
ま
だ
何
と
も
い
え

な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
気
が
か
り
な
の
は
こ
う
し
た
重
器
の
取
り

扱
い
方
で
あ
る
。
什
物
の
管
理
は
、
や
は
り
そ
の
時
々
の
関
係
す

る
人
々
の
意
志
と
方
向
性
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

本
願
寺
で
も
、
こ
う
し
た
こ
と
が
繰
り
返
し
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
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の
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
こ
こ
で
目
に
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
の
担
当
者
は
、

納
戸
が
数
馬
、
そ
の
記
録
係
が
御
側
御
用
人
の
隼
人
、
そ
し
て
黒

書
院
は
茶
道
の
竹
斎
、
本
山
と
く
に
奥
向
き
と
の
窓
口
に
は
御
側

御
用
人
の
仲
見
と
い
う
人
が
あ
た
っ
た
。
直
接
の
窓
口
と
な
っ
た

係
と
人
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
件
に
つ
い
て
相
当
上
層
部
の
決

裁
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

な
お
、
こ
こ
で
茶
壷
の
目
録
が
新
た
に
作
ら
れ
た
（
同
三
年
六

月
十
七
日
条
）。
ま
た
、
た
い
へ
ん
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
調

査
時
に
確
認
さ
れ
た
底
裏
の
墨
書
ま
で
が
み
え
る
が
ま
ま
に
写
し

取
ら
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
後
掲
の
関
連
史
料
翻
刻
に
画
像
を

載
せ
て
お
こ
う
。

信
楽
の
茶
壷
は
と
も
か
く
も
、
下
品
と
は
い
い
な
が
ら
も
四
つ

の
呂
宋
壷
に
、
煎
茶
が
、
し
か
も
か
な
り
品
質
の
不
安
定
な
代
物

が
詰
め
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
、
も
う
少
し
記
録
を
読
み
進
め
て
、

ま
た
何
か
新
し
い
情
報
と
展
開
に
め
ぐ
り
逢
え
た
ら
、
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

（
さ
か
も
と
・
ひ
ろ
し

宇
治
市
歴
史
資
料
館
館
長
）

【
留
役
所
「
諸
日
記
」

関
係
記
事
翻
刻
】

天
保
十
二
年
七
月
二
十
日
条

露
山
御
屋
敷
番

金
）

一
同
弐
貫
文

辻
半
右
衛
門

露
山
御
別
荘
御
掃
除
行
届
、
且
御
山
竹
木
等
茶
園
追
々
御
益
筋

ニ
相
成
候
様
致
心
配
候
ニ
付
、
為
御
褒
美
被
下
候

嘉
永
二
年
四
月
二
十
一
日
条

一

関
民
弥

田
中
寛
太
夫

昨
日
迄
ニ
露
山
御
茶
製
法
御
用
相
仕
舞
、
今
朝
帰
京
之
旨
、
伏

見
西
養
寺
・
六
地
蔵
正
行
寺
も
今
朝
直
様
伏
見
へ
引
取
候
旨
届

出
候
、
猶
御
茶
製
出
来
之
計
算
書
附
左
之
通
差
出
、
尤
御
用
之

廬
橘
十
三
斤
者

直
様
御
側
御
用
人
沖
見
江

相
納
候
旨
、
猶
亦
計

算
書
之
通
残
り
御
茶
ハ
封
印
致
し
御
留
守
居
へ
相
預
ケ
置
候
、

且
飛
出
し
吟
粉
者

御
用
方
相
勘
相
伺
可
申
旨
申
出
、
依
而

右
計

算
書
沖
見
江

相
渡
奉
入
上
覧

一
露
山
御
別
業
御
手
製
之
御
茶
名
、
左
之
通

露
山

松
華

廬
橘

東
寺
北
面
田
辺
飛
驒
玄
々
山

人

相
認
行書

、
過
日
藤
田
大
学
親
類
ニ
付
、

左
兵
衛
尉
ゟ
相
頼
候
振
ニ
而

申
入
、
出
来
ニ
付
為
挨
拶
肴
料
金

百
疋
被
遣
候
、
大
奥
ゟ
御
下
ケ
御
側
御
用
人
沖
見
ゟ
受
取
、
大

学
へ
相
渡御

茶
目
録

一
露
山

極
上
製

御
初
穂
上
納

其
余
有
物

掛
目
百
五
十
目

右
松
華
之
御
壷
ニ
納
置

外
ニ
粉
茶
飛
出

今
日
上
納

一
松
華

上
製
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御
初
穂
上
納

其
余
有
物

掛
目
弐
貫
三
百
廿
目

御
壷
ニ
納
置

外
ニ
粉
茶
飛
出
シ

今
日
上
納

マ
マ
）

一
櫨
橘

中
製

御
初
穂
上
納

十
三
斤
今
日
上
納

其
余
有
物

掛
目
六
百
目

御
壷
ニ
納
置

外
ニ
粉
茶
飛
出

今
日
上
納

一
無
銘

御
買
入
之
分

中
製

有
物
掛
目
五
百
四
十
目

御
壷
ニ
納
置

一
松
華

マ
マ
）

櫨
橘

無
銘

右
之
粉
茶
飛
出
シ

一
晩
茶右

ハ
追
而

取
調
相
納
可
申
候

以
上

酉
四
月
廿
一
日

嘉
永
二
年
五
月
二
十
五
日
条

一
昨
日
、
梅
雨
後
露
山
茶
焙
、
伏
見
西
養
寺
・
六
地
蔵
正
行
寺
ニ

伏
見
茶
師
紅
潮
薗
も
罷
越
焙
候
、
猶
亦
外
茶
紅
潮
薗
持
参
候
而

調
合
い
た
し
候
ニ
旨
、
猶
茶
葉
ニ

も
一
向
無
之
、
来
年
ゟ
ハ

梅
雨
後
者

焙
ニ
者

及
間
敷
哉
之
旨
、
依
而

伏
見
ゟ
持
参
之
茶
料

御
納
戸
江

直
ニ
取
候
旨
、
民
弥
申
出
、
猶
持
場
者

茶
現
在
之
分
、

左
之
通
御
預
り
申
居
候
由
也
、
且
又
藪
地
開
茶
園
ニ
致
し
候
場

所
も
見
分
致
し
、
絵
図
を
以
相
伺
候
筈
也

嘉
永
三
年
六
月
十
六
日
条

一
露
山
御
手
製
茶
御
用
ニ
付
、
御
不
用
之
御
壷
も
有
之
候
ハ
ヽ
、

御
下
ケ
被
成
下
度
旨
、
関
民
弥
申
出
候
間
、
大
奥
江

相
伺
候
処
、

信
楽
之
新
御
壷
有
之
御
下
ケ
ニ
相
成
、
其
外
者

無
之
旨
、
猶
御

納
戸
相
尋
候
処
、
左
之
通
御
蔵
ニ
有
之
旨
ニ
而

差
出

一
初
雪
御
壷

一
箱

箱
大
ニ
結
構
也

御
壷
底
書
附
、
左
之
通

一
翁
御
壷

一
箱

箱
大
ニ
結
構
也
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右
両
品
者

御
伝
来
之
御
重
器
也

唐
物

一
瀬
戸
御
壷

一
箱

二
代
藤
四
郎
作

一
呂
宋
御
壷

一
箱

以
上
四
箱
、
猶
又
御
茶
道
竹
斎
江

相
尋
候
処

一
極
上
呂
宋
御
壷

一
箱

底
書
附
、
左
之
通

極
上
呂
宋

一
曙
御
壷

一
箱

一
呂
宋
中
品

五
壷

一
呂
宋
下
品
薬
ハ
ゲ
破

等
有
之

四
壷

内
一
渋
張
共

右
之
通
黒
御
書
院
鎖
之
間
押
入
、

御
茶
道
預
り
御
道
具
入
ニ

有
之
、
依
而

善
悪
藪
内
紹
智

八
文
字
屋
儀
兵
衛
江

鑑
定
為
致

候
処
、
上
ニ
相
認
候
通
、
上
中
下
之
品
を
相
定
、
依
而

今
日
伺

之
上
、
御
納
戸
ゟ
出
候
四
箱
之
内
、
下
品
之
呂
宋
一
箱
者

露
山

御
製
茶
御
用
ニ
相
下
ケ
、
民
弥
へ
相
渡
、
其
余
ハ
鑑
定
之
次
第

書
立
御
納
戸
江

相
納
、
猶
又
黒
御
書
院
ゟ
出
候
分
、
極
上
品
二

壷
・
中
品
五
壷
ハ
更
御
納
戸
へ
相
納
、
下
品
四
壷
ハ
右
同
断
民

弥
へ
相
渡
、
尤
其
旨
御
茶
道
竹
斎
へ
申
達
、
帳
面
ニ
記
置
候
様

申
付
、
御
納
戸
へ
目
録
左
之
通
相
渡
、
尤
御
蔵
入
目
録
ニ
記
置

候
様
申
達
、
勿
論
右
者

御
側
御
用
人
隼
人
を
以
、
伺
之
上
取
計

候
事
、
右
様
御
太
切
之
御
品
、
是
迄
不
取
締
ニ
相
成
有
之
候
処
、

右
之
通
ニ
相
成
、
尤
御
重
器
之
差
別
も
相
分
候
事
、
猶
御
納
戸

数
馬
へ
申
達

嘉
永
三
年
六
月
十
七
日
条

一

上
御
壷
品
目

呂
宋
高
サ

八
寸

口
広
サ

三
寸
一
分

一
箱
外
箱
有
之

御
銘
曙

御
納
戸
出

呂
宋
高
サ

一
尺
一
寸
八
分

口
広
サ

三
寸
九
分

一
箱
外
箱
有
之

御
銘
初
雪

御
壷
底
ニ
花
押
有
之

御
納
戸
出

呂
宋
高
サ

一
尺
三
寸
一
分

口
広
サ

四
寸

一
箱
外
箱
有
之

御
銘
翁

御
壷
底
ニ
花
押
、
お
き
な
之
文
字
あ
り

呂
宋
高
サ

一
尺
弐
寸
五
分

口
広
サ

三
寸
九
分

一
箱
外
箱
無
之

御
壷
底
ニ

文
明
十
一
亥
年
卯
月
七
日

今
辻
子
庵
永
珍

花
押
あ
り

御
納
戸
出

唐
物

袋
入

瀬
戸
高
サ

一
尺
一
寸

口
広
サ

四
寸
弐
分

一
箱
外
箱
有
之

二
代
目
藤
四
郎
造

御
壷
底
ニ
花
押
あ
り
、
消
て
難
見
分

中
御
壷
品
目
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呂
宋
高
サ

六
寸
九
分

口
広
サ

三
寸
三
分

一
箱
外
箱
有
之

御
壷
底
疵
あ
り

呂
宋
高
サ

九
寸
六
分

口
広
サ

三
寸
三
分

一
箱
同
断

呂
宋
高
サ

一
尺
六
分

口
広
サ

三
寸
九
分

一
箱
同
断

呂
宋
高
サ

一
尺
一
寸

口
広
サ

三
寸
八
分

一
箱
同
断

呂
宋
高
サ

一
尺
七
分

口
広
サ

三
寸
九
分

一
箱
同
断

露
山
御
茶
御
用
御
下
ケ
之
分

入
有
之

呂
宋
高
サ

一
尺

口
広
サ

三
寸
六
分

一
箱

薬
兀
有
之

同

高
サ

一
尺
九
分

口
広
サ

三
寸
六
分

一
箱
外
箱
有
之

同御
納
戸
出

焼
譴
致
し
有
之

同

高
サ

一
尺
一
寸

口
広
サ

三
寸
五
分

一
箱
外
箱
有
之

信
楽
高
サ

一
尺
五
分

口
広
サ

三
寸

一
箱

但
、
渋
張

右
之
通
御
座
候
、
以
上

六
月
十
七
日

嘉
永
四
年
三
月
二
十
八
日
条

一

関
民
弥

明
廿
九
日
ゟ
御
茶
製
御
用
ニ
而

出
役
日
割
書
、
左
之
通
差
出

御
茶
製
中
番
割

廿
九
日

朔
日

民
弥

二
日

三
日

右

四
日
交
替

五
日

寛
太
夫

六
日

七
日

八
日

右

九
日
交
替

十
日

民
弥

十
一
日

十
二
日

十
三
日

右

十
四
日
交
替

十
五
日

寛
太
夫

十
六
日

十
七
日

右

右
之
通
申
合
掛
り
壱
人
ツ
ヽ
詰
切
、
番
割
取
極
仕
候
得
共
、
御

用
弁
ニ
寄
如
何
可
相
成

難
計
御
座
候
、
兼
而

此
段
奉
申
上
置

候
事

亥
三
月

嘉
永
四
年
四
月
二
十
日
条

関
民
弥

一
露
山
御
茶
製
相
仕
舞
、
昨
夜
引
取
候
、
尚
一
昨
日
御
初
穂
者

、

如
例
年
大
奥
江

差
上
、
尚
又
今
日
廬
橘
十
三
斤
同
様
相
納
候
旨
、

目
方
ニ
而
者

弐
貫
六
百
目
之
由
也
、
且
一
昨
酉
年
ゟ
当
年
迄
三

ケ
年
分
御
茶
仕
上
ケ
見
競
帳
一
冊
差
出

※

※

※

※

※

※
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近
世
後
期
の
本
願
寺

に
お
け
る
産
所
に
つ
い
て

広
如
・
徳
如
期
の
事
例
を
通
し
て

長

瀬

由

美

は
じ
め
に

家
と
社
会
を
維
持
継
続
す
る
た
め
に
子
の
誕
生
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
こ
と
に
前
近
代
社
会
で
は
出
産
は
産
婦
が
死
に
至
る
こ

と
も
あ
り
、
人
生
の
中
で
の
危
機
と
し
て
と
ら
え
、
出
産
に
際
し

て
の
様
々
な
儀
礼
・
習
俗
が
生
ま
れ
た
。
親
鸞
の
末
娘
覚
信
尼
お

よ
び
彼
女
の
子
孫
が
留
守
職
に
な
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
寺
家
と
し

て
の
本
願
寺
で
も
子
の
誕
生
は
重
要
で
あ
る
。

本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
の
本
願
寺
文
書
に
は
、
第
二
十
代
門

主
広
如
の
子
ど
も
お
よ
び
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
本
願
寺
に

入
寺
し
新
門
跡
と
な
っ
た
徳
如
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
そ
の
母
親

の
懐
妊
・
出
産
、
箸
初
・
初
節
句
な
ど
の
通
過
儀
礼
を
記
し
た
冊

子
や
文
書
が
残
っ
て
い
る
。
形
態
は
、
冊
子
や
一
紙
文
書
、
さ
ら

に
冊
子
に
添
付
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
糊
の
痕
跡
が
あ
る
小
さ

な
紙
片
ま
で
様
々
で
あ
る
。
文
書
数
は
、
徳
如
の
子
ど
も
よ
り
も

広
如
の
子
ど
も
、
中
で
も
第
二
十
一
代
門
主
と
な
っ
た
明
如
（
峩

君
）
が
一
番
多
い
。

こ
の
史
料
群
お
よ
び
日
次
記
よ
り
広
如
と
徳
如
の
子
ど
も
の
名

前
・
出
生
年
月
日
お
よ
び
母
の
名
前
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ

る
（
呼
称
は
史
料
記
載
の
ま
ま
と
し
た
）。
広
如
に
は
六
男
二
女
、

八
人
の
子
ど
も
が
い
る
。
八
人
の
子
ど
も
を
出
産
し
た
の
は
益
君
、

み
ね
（
御
家
女
房
）、
す
て
（
侍
女
）
の
三
人
で
あ
る
。
先
に
広

如
の
子
ど
も
を
示
す
。

名
前

誕
生
年
月
日

母
の
名

祚とし
君

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
六
月
朔
日

益ます
君

怜さと
姫

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
十
月
三
日

み
ね

邦くに
君

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
十
二
月
十
八
日

益
君

需まつ
君

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
六
月
二
十
五
日

益
君

鶴つる
君

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
七
月
三
日

益
君

峩たか
君
（
明
如
）

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
二
月
四
日

す
て

簡ひろ
君
（
日
野
沢
依
）

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

閏
二
月
十
九
日

す
て

朴なお
姫
（
大
谷
照
然
室
）

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

九
月
十
五
日

長
門
（
す
て
）

同
様
に
徳
如
の
場
合
を
示
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
徳
如
に

は
三
男
二
女
が
お
り
、
出
産
し
た
の
は
幹もと
君
と
千
枝
（
新
御
所
御

側
女
中
）
の
二
人
で
あ
る
。

悠ゆき
麿

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
八
月
五
日

千
枝

貞さた
姫

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
七
月
十
四
日

千
枝

うけ
麿

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
九
月
二
十
九
日

千
枝
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健たけ
麿

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
二
月
五
日

千
枝

枝しけ
君

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
九
月
二
日

幹もと
君

前
近
代
社
会
に
お
い
て
出
産
に
は
「
産
穢
」
が
発
生
し
た
こ
と

は
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
の
だ
が
、
で
は
本
願
寺
に

お
い
て
そ
の
「
産
穢
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
処
が
な
さ
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
天
満
よ
り
京
都
に
帰
還
を
果
た
し
た
本
願
寺

に
と
っ
て
、
京
都
を
中
心
と
し
た
公
家
・
武
家
・
寺
家
と
の
交
際

が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
教
義
的
に
「
穢
」
を
問
題
と
し

な
い
は
ず
の
本
願
寺
に
お
い
て
も
、
な
ん
ら
か
の
対
処
が
な
さ
れ

る
必
要
が
あ
っ
た
。

現
存
す
る
文
書
を
出
産
・
誕
生
に
限
定
す
る
と
、
広
如
の
子
ど

も
の
祚
君
・
怜
姫
・
邦
君
・
鶴
君
・
峩
君
、
徳
如
の
子
ど
も
の
悠

麿
・
健
麿
・
枝
君
に
関
す
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
中
に

「
穢
之
間
建
替
」
と
題
す
る
文
書
が
一
点
存
在
し
て
お
り
、「
産

穢
」
が
発
生
す
る
産
所
の
取
り
扱
い
や
、
そ
の
設
置
場
所
に
つ
い

て
考
え
る
手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
期
の
日
次
記

な
ど
を
含
め
史
料
の
探
索
が
及
ん
だ
範
囲
で
、
産
所
の
取
り
扱
い

と
そ
の
設
置
場
所
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
な
お
検
討
す

る
人
々
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
本
稿
作
成
に
使
用
し
た
史
料
に
出

て
い
る
呼
称
を
使
用
す
る
。

一

「
穢
之
間
」
に
つ
い
て

最
初
に
紹
介
す
る
文
書
は
、
次
の
よ
う
な
上
書
が
な
さ
れ
た
袋

（
縦
三
九
・
八
セ
ン
チ
、
横
二
九
・
三
セ
ン
チ
）
に
入
っ
て
い
る
。

袋
上
書
）

「

天
保
二
辛
卯
年
正
月

「
朱
書
）

慶
事
門
之
内

御
誕
生
部
」益

君
様
御
懐
妊
御
引
一
件
書
類

御
安
産

若
君
様
御
誕
生
書
類

弐
袋
之
内
壱
番

奉
称

祚
君
様
与

長
御
殿
」

本
願
寺
文
書
は
、
こ
の
文
書
と
同
じ
よ
う
な
袋
に
入
っ
て
い
る

文
書
が
多
数
あ
る
。
袋
に
入
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
袋
の

多
く
は
門
・
部
に
よ
る
分
類
が
さ
れ
、
入
っ
て
い
る
文
書
に
つ
い

て
の
簡
単
な
説
明
文
が
記
さ
れ
る１

）
。

袋
の
中
に
は
上
書
き
の
通
り
、
広
如
の
妻
益
君
の
懐
妊
と
子
ど

も
の
誕
生
に
関
す
る
文
書
が
、
一
七
五
点
入
っ
て
い
る
。
袋
の
上

書
き
に
「
弐
袋
之
内
壱
番
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
弐
番
と
す
る
袋

も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
現
存
し
て
い
な
い
。
益
君
は
鷹
司
政

の
娘
で
、
広
如
の
妻
と
し
て
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
五
月
七

日
に
入
輿
し
て
い
る
。
同
二
年
六
月
朔
日
に
出
産
し
た
男
子
が
祚

君
で
あ
る
。
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で
は
本
題
の
「
穢
之
間
建
替
」
と
題
す
る
文
書
を
提
示
す
る
。

穢
之
間
建
替

襖

二
間
四
枚

弐
組

壱
間
半
四
枚

壱
組

壱
間
半
三
枚

壱
組

障
子

壱
間

弐
枚

間
中
開

壱
枚

張
附

間
中

壱
ケ
所

鴨
居
上
張
附

畳
等
者

、
御
七
夜
後
ニ
仕
替
候
事

文
書
の
大
き
さ
は
、
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ
、
横
三
七
・
五
セ
ン

チ
で
あ
る
。「
穢
之
間
」
と
呼
ば
れ
る
部
屋
の
襖
・
障
子
・
張

附
・
畳
を
新
た
な
も
の
と
取
り
替
え
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
鴨

居
上
張
附
と
畳
は
御
七
夜
後
に
仕
替
え
を
す
る
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
以
外
の
建
具
は
御
七
夜
か
そ
れ
以
前
に
仕
替
え
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
文
書
は
、
益
君
の
祚
君
出
産
に
関
す
る
書
類

を
集
め
た
と
す
る
袋
に
入
っ
て
い
る
が
、
年
月
日
は
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
祚
君
誕
生
時
の
文
書
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
御
七
夜
と
あ
る
こ
と
か
ら
出
産
に
関
わ
る
部
屋
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
部
屋
が
「
穢
之
間
」
と
認
識
さ
れ
、
御

七
夜
と
い
う
特
定
日
に
合
わ
せ
て
仕
替
を
行
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

産
所
と
推
測
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
産
所
の
調
度
品
な
ど
の
記

録
が
残
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
が２

）
、
産
所
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の

文
書
は
こ
れ
一
点
の
み
で
あ
る
。

本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
の
日
次
記
の
中
で
、「
御
日
記
」
と

題
す
る
冊
子
は
奥
向
き
の
記
録
で
、
子
ど
も
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、

母
親
の
懐
妊
か
ら
出
産
、
そ
し
て
そ
の
後
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
「
御
日
記
」
か
ら
産
所
に
つ
い
て
の
情
報
を
取
り
出
し

て
み
る
。
ま
ず
祚
君
誕
生
の
様
子
を
示
す
。

一
姫
君
様
（
益
君
）、
弥
御
も
よ
ふ
し
の
御
様
子
あ
ら
せ
ら

れ
候
ゆ
へ
、
早
速
奥
道
逸
・
産
婆
召
さ
れ
候
事
、
午
ノ
刻

過
、
改
御
も
よ
ふ
し
御
と
ゝ
け
申
上
ル
、
右
ニ
付
浄
光
院

様
へ
御
し
ら
せ
仰
上
ら
れ
候
、
御
表
へ
も
仰
出
さ
れ
候
、

御
里
様
へ
も
御
し
ら
せ
の
事
、
姫
君
様
、
御
産
所
へ
入
ら

せ
ら
れ
、
未
ノ
刻
、
御
す
る
〳
〵
と
御
安
産
、
若
君
様
御

誕
生
あ
ら
せ
ら
れ
候
、
言
上
出
雲
（
後
略
）

（「
御
日
記
」
天
保
二
年
六
月
朔
日
条
）

益
君
は
朔
日
に
産
所
に
入
り
、
そ
の
日
の
内
に
若
君
の
祚
君
を

出
産
す
る
。
六
月
七
日
に
は
御
七
夜
が
行
わ
れ
、
御
七
夜
の
記
事

中
に
も
産
所
の
記
述
が
あ
る
。
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一

産
婆か

ね

餅
三
枚
一
重
）

同
断

銀
七
枚

酒
料
弐
百
疋

姫
君
様
ゟ

金
五
百
疋

附
帯
一
筋

御
産
所
御
取
払
ニ
付

羽
二
重
御
夜
具
一
流

（「
御
日
記
」
天
保
二
年
六
月
七
日
条
）

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
産
婆
か
ね
へ
の
下
さ
れ
物
と
し
て
、

餅
・
銀
・
酒
料
に
加
え
て
、
姫
君
（
産
婦
）
か
ら
も
下
賜
の
品
が

あ
り
、
金
子
・
附
帯
・
羽
二
重
夜
具
で
あ
る
。
羽
二
重
夜
具
の
右

上
に
は
「
御
産
所
御
取
払
ニ
付
」
と
あ
り
、
御
七
夜
に
合
わ
せ
て

御
産
所
が
取
り
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

益
君
が
出
産
し
た
祚
君
以
外
の
邦
君
・
需
君
・
鶴
君
の
御
七
夜

祝
儀
中
に
も
、「
御
産
所
御
取
払
ニ
付
」
と
す
る
産
婆
へ
の
下
さ

れ
物
が
あ
る３

）
。
広
如
の
子
ど
も
を
出
産
し
た
女
性
は
益
君
の
外
に
、

す
て
と
み
ね
の
二
人
が
い
る
が
、
御
七
夜
の
記
事
に
は
「
御
産
所

御
取
払
ニ
付
」
と
い
う
語
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
産
婆
へ
の
品

の
中
に
産
婦
か
ら
の
下
賜
品
は
記
さ
れ
て
い
る４

）
。

徳
如
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
幹
君
が
枝
君
出
産
時
に
、
産
婆

へ
の
下
さ
れ
物
中
に
「
御
産
所
御
取
払
ニ
付
」
と
す
る
品
が
あ
る５

）
。

し
か
し
、
千
枝
が
出
産
し
た
子
ど
も
で
は
、
産
婦
か
ら
と
し
て
金

子
が
記
さ
れ
る
の
み
で
、「
御
産
所
御
取
払
ニ
付
」
に
よ
る
下
賜

品
の
記
述
は
な
い６

）
。

「
御
産
所
御
取
払
ニ
付
」
の
語
は
、
益
君
と
幹
君
の
み
に
あ
り
、

正
妻
だ
け
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
語
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

祚
君
以
外
は
縮
緬
・
羽
二
重
・
絽
・
上
田
嶋
・
米
沢
縞
・
嶋
縮
緬

な
ど
布
類
で
共
通
し
て
い
る
。
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
七
月

三
日
に
誕
生
し
た
鶴
君
に
関
係
す
る
文
書
群
中
の
「
鶴
君
様
御
事

御
七
夜
ニ
付
御
祝
儀
被
下
伺
、
但
し
医
師
中
・
産
婆
」（
天
保
十

一
年
七
月
）
に
、
益
君
か
ら
の
品
は
「
御
日
記
」
の
品
と
同
じ
で

あ
る
が
、
羽
二
重
の
下
に
「
但
し
御
夜
具
被
下
候
代
り
」
と
あ
る
。

御
七
夜
に
産
所
が
取
り
払
わ
れ
る
こ
と
に
と
も
な
い
、
産
婆
に
出

産
時
の
夜
具
が
下
さ
れ
る
の
が
、
布
類
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

御
七
夜
に
は
名
づ
け
が
行
わ
れ
、
出
産
の
忌
み
が
晴
れ
て
い
く

最
初
の
段
階
で
あ
る
。「
御
日
記
」
の
御
七
夜
記
事
中
に
は
、「
穢

之
間
」
と
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
御
七
夜
に
合
わ
せ
て
産
所
が
取

り
払
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
、「
穢
之
間
」
と

し
て
の
産
所
の
取
り
払
い
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

二

産
所
の
場
所

「
穢
之
間
」
と
さ
れ
る
産
所
は
、
ど
こ
に
設
置
さ
れ
た
の
か
。

最
初
に
広
如
の
子
ど
も
を
出
産
し
た
女
性
た
ち
の
例
を
み
て
み

よ
う
。
先
に
あ
げ
た
益
君
の
祚
君
出
産
時
の
「
御
日
記
」
記
事
に
、

「
姫
君
様
、
御
産
所
へ
入
ら
せ
ら
れ
」
と
産
所
へ
入
る
こ
と
が
記
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さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
子
ど
も
た
ち
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
祚

君
出
産
時
の
「
御
日
記
」
に
あ
る
産
所
は
出
産
の
開
始
を
表
す
の

み
で
、
産
所
が
ど
こ
に
設
け
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

広
如
の
子
ど
も
を
出
産
し
た
女
性
の
中
で
、
出
産
の
場
所
が
明

ら
か
な
の
は
す
て
で
あ
る
。
す
て
は
、
峩
君
・
簡
君
・
朴
姫
の
三

人
を
出
産
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
永
春
館
に
お
い
て
で
あ
る
。

峩
君
の
出
産
で
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
月
二
十
日
に
、

す
て
の
懐
妊
に
よ
り
産
婆
が
局
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
翌
三
年
正
月

二
十
四
日
に
す
て
は
「
節
替
り
」
で
永
春
館
に
移
っ
て
い
る
。

一

す
て
事

昨
日
節
替
り
ニ
付
、
今
日
ゟ
永
春
館
へ
御
下
ケ
あ
そ
は
し

候

（「
御
日
記
」
嘉
永
三
年
正
月
二
十
四
日
条
）

嘉
永
五
年
閏
二
月
十
九
日
に
、
す
て
が
簡
君
を
出
産
す
る
時
も
、

閏
二
月
十
一
日
に
「
節
替
近
く
成
候
ニ
付
」
と
し
て
永
春
館
に
移

っ
て
い
る７

）
。「
節
替
り
」
と
は
妊
娠
期
間
中
に
お
け
る
節
目
と
考

え
ら
れ
、
す
て
は
出
産
間
近
ま
で
局
に
居
り
、
節
目
に
合
わ
せ
て

出
産
の
た
め
に
永
春
館
に
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
永
春
館
は
徳
如

が
広
如
の
法
嗣
と
し
て
本
願
寺
に
入
寺
し
た
時
に
入
っ
た
建
物
で

あ
る８

）
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
七
月
に
新
門
跡
と
な
る
に
あ
た

り
北
御
殿
へ
移
り
、
北
御
殿
は
新
御
殿
錦
花
殿
と
改
名
さ
れ
る９

）
。

す
て
は
徳
如
が
錦
花
殿
に
移
っ
た
た
め
に
空
い
て
い
る
永
春
館
に

入
り
、
三
人
の
子
ど
も
を
出
産
し
て
い
る
。
上
原
芳
太
郎
稿
『
室

内
史
料
小
註
』
に
よ
る
と
、「
厨
房
の
奥
の
一
室
」
で
峩
君
を
出

産
す
る
と
あ
る
。
す
て
が
峩
君
を
出
産
す
る
前
後
の
様
子
を
「
御

日
記
」
よ
り
年
表
風
に
示
す
。

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

・
十
月
二
十
日
、
懐
妊
に
付
、
産
婆
な
を
を
局
へ
呼
び
よ
せ
る
。

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

・
正
月
二
十
四
日
、
す
て
が
永
春
館
へ
移
る
。

・
二
月
四
日
、
医
師
・
産
婆
・
老
女
等
が
永
春
館
へ
参
居
す
る
。
峩
君
誕
生
。

表
向
仰
せ
出
し
せ
ず10

）。

・
二
月
五
日
、
御
七
夜
ま
で
小
御
仲
居
か
ら
永
春
館
へ
夜
食
を
廻
す
。

・
二
月
六
日
、
乳
付
役
が
永
春
館
へ
参
る
。
新
御
殿
よ
り
永
春
館
へ
夜
食
を
戴

く
。

・
二
月
七
日
、
広
如
養
女
常
君
（
後
に
徳
如
妻
）
よ
り
永
春
館
へ
茶
飯
な
ど
が

下
さ
れ
る
。

・
二
月
十
日
、
御
七
夜
を
彼
岸
会
中
に
つ
き
御
二
七
夜
ま
で
延
引
す
る
。
御
胞

衣
納
。
御
名
紙
を
永
春
館
へ
持
参
し
、
同
館
で
祝
酒
・
料
理
が
下
さ
れ
る
。

産
婆
な
を
へ
餅
・
銀
等
が
下
さ
れ
る
。

・
三
月
四
日
、
忌
明
け
に
つ
き
、
永
春
館
よ
り
包
御
輿
で
関

殿
へ
お
成
り
。

乗
り
添
え
は
す
て
。
大
奥
へ
入
り
御
対
面
後
、
両
御
堂

に
内
仏
拝
礼
す
る
。

峩
君
、
永
春
館
へ
還
御
す
る11

）。

峩
君
は
永
春
館
で
誕
生
し
、
そ
の
後
の
養
育
も
永
春
館
で
行
わ

れ
る
。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
二
月
二
十
一
日
に
得
度
し
、

新
々
門
跡
と
な
り
、
翌
二
年
二
月
朔
日
に
新
殿
（
南
御
殿
）
に
移

っ
て
い
る12

）
。

次
に
益
君
が
、
祚
君
を
出
産
し
た
時
の
様
子
も
同
じ
「
御
日

記
」
か
ら
年
表
風
に
示
す
。

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

・
五
月
二
十
五
日
、
暁
か
ら
産
婆
か
ね
が
関

殿
宿
に
上
が
る
。
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・
六
月
朔
日
、
出
産
取
り
扱
い
拝
命
の
医
師
山
科
土
佐
介
・
産
婆
等
が
関

殿

へ
伺
候
す
る
。
祚
君
誕
生
。
北
御
殿
へ
知
ら
せ
、
御
表
へ
も
仰
せ
出
さ
れ
る
。

夜
食
を
小
御
仲
居
が
調
進
し
て
関

殿
に
廻
す
。

・
六
月
三
日
、
山
科
土
佐
介
が
参
診
し
、
乳
付
の
式
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

関

殿
で
酒
・
膳
が
下
さ
れ
る
。

・
六
月
三
日
、
関

殿
に
い
た
乳
子
が
引
き
取
る
。

・
六
月
七
日
、
御
所
様
が
関

殿
で
御
名
紙
を
益
君
に
見
せ
る
。
御
胞
衣
納
。

御
七
夜
に
よ
り
産
婆
か
ね
へ
餅
・
銀
等
が
下
さ
れ
る
。

・
六
月
三
十
日
、
忌
明
け
に
付
関

殿
に
て
御
膳
を
行
う
。
姫
君
同
道
で
、
両

御
堂

に
御
内
仏
に
参
詣
す
る
。
引
き
続
き
大
奥
へ
入
り
、
御
祝
・
御
膳
を

進
め
る
。

関

殿
は
門
主
の
妻
子
の
居
館
で
あ
り
、
益
君
は
本
願
寺
に
入

輿
す
る
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
か
ら
入
っ
て
い
る
。
益
君
の
出

産
前
か
ら
医
師
や
産
婆
な
ど
出
産
に
関
係
す
る
人
々
が
関

殿
に

出
入
り
を
し
、
出
産
後
も
継
続
し
て
い
る
。
す
て
が
峩
君
を
出
産

す
る
時
に
永
春
館
で
行
わ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
事
柄
が
関

殿
で

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
益
君
が
祚
君
を
出
産
す
る
産
所
は
関

殿
に
設
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
先
に
紹
介
し
た
「
穢
之
間

建
替
」
の
文
書
に
あ
る
通
り
、
出
産
に
伴
い
発
生
す
る
「
産
穢
」

に
対
し
て
は
、「
穢
之
間
」
を
設
営
し
、
御
七
夜
に
取
り
払
い
を

行
う
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

広
如
の
子
ど
も
を
出
産
し
た
三
人
目
の
女
性
の
み
ね
は
、
怜
姫

を
出
産
し
て
い
る
が
、
み
ね
の
出
産
は
記
事
そ
の
も
の
が
少
な
い
。

怜
姫
は
誕
生
後
す
ぐ
に
関

殿
出
雲
方
の
も
と
に
渡
り
、
み
ね
は

出
産
後
一
ヶ
月
を
経
ず
に
「
み
ね
、
今
日
御
免
成
、
出
勤
致
候

事
」
と
し
て
出
勤
し
て
い
る
こ
と
が
「
御
日
記
」
に
あ
る
が13

）
、
産

所
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
徳
如
の
子
ど
も
を
出
産
し
た
二
人
の
女
性
の
場
合
を
考
え

た
い
。
ま
ず
最
初
に
、
徳
如
の
妻
で
あ
る
幹
君
の
出
産
で
次
の
記

事
が
あ
る
。

一
関

殿
御
産
御
道
具
向
、
御
懸
り
ゟ
調
進
、
御
所
様
、
御

書
院
ニ
而

御
覧
あ
そ
は
し
、
早
速
関

殿
へ
御
廻
し
ニ
相

成
候

（「
御
日
記
」
安
政
五
年
七
月
朔
日
条
）

出
産
道
具
は
、
広
如
が
「
御
覧
」
の
後
に
関

殿
に
廻
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
も
、
出
産
場
所
は
関

殿
で
あ
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
八
月
分
の
「
御
日
記
」
は
板
状
に
硬
く
な
り
、
展

開
不
能
の
部
分
が
多
く
、
妊
娠
中
の
記
事
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
展
開
で
き
る
九
月
分
の
九
月
二
日
条
に
出
産
の
記
事
が

あ
る
が
、
産
所
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

も
う
一
人
の
千
枝
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
八
月
七
日
に

悠
麿
を
出
産
し
、
そ
の
場
所
が
明
ら
か
で
あ
る
。
千
枝
の
妊
娠
・

出
産
に
つ
い
て
左
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

一

新
御
殿
千
枝

此
度
妊
娠
致
候
得
共
、
新
御
所
様
い
ま
た
御
婚
礼
も
済
さ

れ
ぬ
御
事
ゆ
へ
、
内
々
之
御
取
あ
つ
か
ひ
ニ
仰
出
さ
れ
候
、

併
ニ
着
帯
ニ
付
、
産
婆
さ
き
、
こ
な
た
ゟ
よ
ひ
ニ
遣
シ
、

新
御
殿
へ
廻
し
万
端
相
済
候
事

（「
御
日
記
」
嘉
永
五
年
四
月
六
日
条
）
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一
新
御
所
様
御
側
女
中
千
枝
懐
妊
有
之
候
処
、
御
方
不
被
為

在
御
産
御
場
所
無
御
座
候
ニ
付
、
御
庭
続
明
地
江

御
新
建

御
出
来
之
事

（「
嘉
永
五
壬
子
年
八
月

悠
麿
様
御
誕
生
之
記

新
御
殿
」）

千
枝
は
新
御
殿
（
錦
花
殿
）
に
居
る
徳
如
の
側
女
中
で
、
出
産

す
る
場
所
が
な
い
の
で
新
御
殿
の
庭
続
き
に
出
産
の
た
め
の
建
物

を
作
る
の
で
あ
る
。
出
産
す
る
女
性
の
立
場
に
よ
り
妊
娠
・
出
産

の
取
り
扱
い
方
が
異
な
り
、
産
所
の
場
所
に
も
格
付
が
存
在
し
た

こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。

三

養
育
場
所
と
の
関
係
性

広
如
と
徳
如
の
子
ど
も
を
出
産
し
た
女
性
の
記
事
を
み
て
き
た

が
、
嘉
永
五
年
に
、
す
て
は
簡
君
を
、
千
枝
は
悠
麿
を
、
そ
れ
ぞ

れ
別
の
建
物
で
出
産
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
考
え
る
た
め
に
、

益
君
が
入
輿
す
る
直
前
か
ら
の
建
物
へ
の
入
居
者
の
流
れ
を
示
す

必
要
が
あ
る
。

・
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
四
月
二
十
一
日
、
浄
光
院
、
北
御
殿
に
移
る
。

・
同
年
五
月
七
日
、
益
君
、
入
輿
。
関

殿
に
入
る
。

・
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
三
月
二
十
九
日
、
浄
光
院
、
没
。

・
弘
化
三
年
八
月
八
日
、
益
君
、
没
。

・
同
年
十
一
月
十
三
日
、
常
君
（
幹
君
）、
関

殿
に
入
る
。

・
弘
化
四
年
五
月
十
七
日
、
徳
如
、
永
春
館
に
入
る
。

同
年
七
月
三
十
日
、
徳
如
、
錦
花
殿
へ
移
る
。

・
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
正
月
二
十
四
日
、
す
て
、
永
春
館
に
入
る
（
峩
君

出
産
）。

・
嘉
永
五
年
閏
二
月
十
一
日
、
す
て
、
永
春
館
に
入
る
（
簡
麿
出
産
）。

・
嘉
永
五
年
八
月
、
千
枝
、
新
御
殿
（
錦
花
殿
）
庭
続
き
建
物
に
入
る
（
悠
麿

出
産
）。

・
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
九
月
九
日
、
長
門
（
す
て
）、
永
春
館
に
入
る

（
朴
姫
出
産
）。

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
八
月
八
日
に
広
如
の
妻
益
君
は
亡
く

な
り
、
門
主
の
妻
子
の
居
館
で
あ
る
関

殿
に
は
、
広
如
の
実
子

と
な
っ
て
い
た
常つね
君
（
幹
君
）
が
、
同
年
十
一
月
十
三
日
に
入
っ

て
い
る14

）
。
次
期
門
主
徳
如
の
妻
に
な
る
者
と
し
て
関

殿
に
入
る

の
で
あ
る
。
徳
如
は
永
春
館
か
ら
錦
花
殿
に
移
っ
て
い
る
が
、
錦

花
殿
は
も
と
も
と
北
御
殿
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
北
御
殿
は
、
第
十

九
代
門
主
本
如
の
妻
浄
光
院
が
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
四
月
二

十
一
日
に
関

殿
を
出
た
後
に
入
る
建
物
で
あ
る
。
浄
光
院
が
関

殿
を
出
た
の
は
同
年
五
月
に
益
君
の
入
輿
を
控
え
て
い
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
浄
光
院
は
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
亡
く
な
り
、

徳
如
は
空
い
て
い
た
北
御
殿
に
入
り
、
錦
花
殿
と
名
前
が
変
わ
る

の
で
あ
る
。
関

殿
・
錦
花
殿
と
い
う
建
物
の
呼
称
に
は
、
そ
の

建
物
に
居
住
す
る
人
の
立
場
が
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
関

殿
に
入
る
女
性
の
出
産
は
関

殿
で
行
わ
れ
る
。
今
回
取
り
上
げ

た
女
性
で
は
益
君
と
幹
君
に
な
る
。
両
者
の
出
産
場
所
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
の
は
、
と
も
に
関

殿
で
出
産
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
妻
以
外
の
女
性
が
出
産
を
行
う
時
に
は
、
別
の
建
物
の

用
意
が
さ
れ
る
時
と
さ
れ
な
い
時
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
は
出
産
の
み
で
な
く
、
子
ど
も
の
養
育
が
関
係
す
る
の
で
あ
る
。
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み
ね
の
よ
う
に
、
妻
が
関

殿
に
居
る
時
に
、
妻
以
外
の
女
性
が

出
産
し
た
子
ど
も
は
関

殿
で
養
育
さ
れ
る
の
で
、
出
産
の
た
め

に
建
物
は
用
意
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
す
て
は
広
如
の
妻
で
な
い

上
に
、
妻
の
益
君
は
す
で
に
没
し
、
関

殿
に
は
次
期
門
主
の
妻

と
な
る
常
君
が
入
っ
て
お
り
、
出
産
、
そ
の
後
の
子
ど
も
を
養
育

す
る
た
め
の
建
物
が
必
要
と
な
り
、
永
春
館
が
使
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
峩
君
が
新
々
門
跡
と
し
て
南
御
殿
に
移
る
ま
で
永
春
館
で
養

育
さ
れ
る
こ
と
は
、
先
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
千
枝
に
つ
い
て

は
、
新
門
跡
徳
如
の
子
ど
も
を
出
産
す
る
の
で
あ
る
が
、
常
君
は

関

殿
に
入
っ
て
は
い
る
が
、
徳
如
と
の
結
婚
前
で
あ
る
た
め
に
、

出
産
と
養
育
の
場
所
が
必
要
と
な
り
、
産
所
を
徳
如
の
住
ま
い
で

あ
る
錦
花
殿
庭
続
き
の
空
き
地
に
新
築
し
て
い
る
。
悠
麿
を
は
じ

め
千
枝
が
出
産
し
た
他
の
子
ど
も
た
ち
も
錦
花
殿
で
養
育
さ
れ
て

い
る
。
一
例
と
し
て
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
月
二
日
の
枝

君
初
参
の
記
事
を
示
し
て
み
よ
う
。

枝
君
様
御
参
初
無
御
滞
被
為
済
候
ニ
付
、
万
端
御
世
話
被

成
進
難
有
思
召
候
、
右
為
御
礼
御
目
録
通
御
進
上
之

御
使

熊
崎
舎
人

一
大
御
所
様

大
奥
ニ
而

新
御
所
様

新
御
殿
ニ
而

幹
君
様

関

殿
ニ
而

若
君
様

永
春
館
ニ
而

簡
君
様

右
同
断

貞
姫
様

新
御
殿
ニ
而

麿
様

右
同
断

健
麿
様

右
同
断

（「
錦
花
殿
御
記
録
」
安
政
五
年
十
月
二
日
条
）

枝
君
初
参
の
御
礼
目
録
進
上
の
記
事
で
あ
る
が
、
大
御
所
（
広

如
）
は
じ
め
新
御
所
（
徳
如
）・
幹
君
や
子
ど
も
た
ち
の
居
る
場

所
が
わ
か
る
。
す
て
が
出
産
し
た
子
ど
も
は
永
春
館
に
、
千
枝
が

出
産
し
た
子
ど
も
は
新
御
殿
に
居
り
、
出
産
の
場
所
が
養
育
の
場

所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
益
君
と
み
ね
が
出
産
し
た
子
ど

も
は
天
保
年
間
に
み
な
没
し
、
千
枝
が
出
産
し
た
悠
麿
は
嘉
永
六

年
（
一
八
五
三
）
八
月
十
一
日
に
没
し
て
い
る
。

以
上
、
広
如
、
お
よ
び
徳
如
の
子
ど
も
を
出
産
し
た
女
性
の
出

産
な
ら
び
に
そ
の
後
か
ら
本
願
寺
に
お
け
る
産
所
に
つ
い
て
検
討

を
試
み
た
。
産
所
は
「
穢
之
間
」
と
認
識
さ
れ
、
そ
れ
を
御
七
夜

に
取
り
払
う
こ
と
に
よ
り
「
産
穢
」
に
対
応
し
て
い
る
。
出
産
場

所
を
ど
こ
に
設
け
る
か
は
、
妻
か
妻
で
な
い
か
に
よ
り
違
い
が
あ

る
。
妻
の
立
場
に
あ
る
女
性
は
そ
の
居
館
で
行
い
、
妻
以
外
の
女

性
は
、
そ
の
時
の
妻
の
状
況
に
よ
り
建
物
が
用
意
さ
れ
る
時
と
さ

れ
な
い
時
と
に
分
か
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
用
意
さ
れ
る
建
物

は
出
産
場
所
に
加
え
て
養
育
場
所
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

注１
）

今
回
の
袋
に
は
、
慶
事
門
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
慶
事
門
以
外
に
は
、
恒

例
門
・
凶
事
門
・
臨
時
門
を
現
在
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
門
は

「
部
」
で
細
か
く
分
け
ら
れ
て
い
る
。
慶
事
門
に
は
、
御
誕
生
部
以
外
に
、

御
年
賀
・
御
婚
職
・
御
官
位
・
御
官
位
御
婚
礼
・
御
得
度

始
御
参
内
・
諸
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家
御
慶
事
・
御
家
中
御
境
内
老
年
之
者
御
褒
賞
・
御
連
枝
御
猶
子
成
御
得
度

御
入
院
・
興
門
様
の
部
が
見
受
け
ら
れ
る
。「
門
」「
部
」
の
二
つ
の
語
を
使

い
、
文
書
を
分
類
・
整
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

2
）

出
産
時
の
調
度
品
が
記
さ
れ
て
い
る
記
録
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

子
ど
も
の
名
前
と
文
書
タ
イ
ト
ル
は
以
下
の
通
り
。

怜
姫

「
怜
姫
御
方
御
誕
生
御

マ
マ
）

妾
服
調
進
物
納
メ
帳

大
仲
居
掛
リ
ヨ
リ
」

（
天
保
三
年
七
月
）

邦
君

「
御
産
所
御
入
用
御
品
書

御
仲
居
」（
天
保
三
年
十
月
）

「
御
産
用
御
召
物
御
道
具
品
目

御
慶
事
掛
」（
天
保
三
年
十
月
）

鶴
君

「
御
産
用

ニ
御
方
用
呉
服
物
渡
大
覚
」（
天
保
十
一
年
）

明
如

「
明
如
上
人
御
誕
生
ニ
付
調
進
物
申
附
帳
（
後
補
表
紙
）」（
嘉
永

二
年
十
一
月
）

悠
麿

「
悠
麿
様

御
誕
生
之
記

新
御
殿
」（
嘉
永
五
年
八
月
）

枝
君

「
御
慶
事
御
用
調
進
物
之
留

書
役
」（
安
政
五
年
）

3
）

邦
君
・
需
君
・
鶴
君
の
「
御
日
記
」
御
七
夜
の
記
事
中
、
子
ど
も
の
名
・

産
婆
名
・
産
婦
よ
り
の
下
賜
品
は
次
の
通
り
。

邦
君

か
ね

金
子
・
縮
緬
弐
反
・
真
綿
三
把

需
君

山
口
土
佐

金
子
・
絽
壱
疋
・
染
料
金

鶴
君

土
佐

金
子
・
羽
二
重
壱
疋
・
染
料
金

4
）

怜
姫
・
峩
君
・
簡
君
・
朴
姫
の
「
御
日
記
」
御
七
夜
の
記
事
中
、
産
婆

名
・
産
婦
よ
り
の
下
賜
品
は
次
の
通
り
。

怜
姫

か
ね

金
子
・
嶋
縮
緬
八
掛
付
・
裏
も
み
一
反
・
真
綿
弐
袋

峩
君

な
を

金
子
・
上
田
嶋
一
反

簡
君

さ
き

上
田
嶋
一
反

朴
姫

つ
ゆ

米
沢
縞
一
反

5
）

枝
君
の
「
御
日
記
」
御
七
夜
の
記
事
中
、
産
婆
名
・
産
婦
よ
り
の
下
賜
品

は
次
の
通
り
。

さ
ち

金
子
・
米
沢
し
ま
一
反

6
）

千
枝
が
出
産
し
た
子
ど
も
は
、「
御
日
記
」
御
七
夜
の
記
事
中
に
産
婆
へ

の
下
賜
品
の
記
載
は
な
い
。
悠
麿
は
「
新
御
殿

御
新
誕
様
御
七
夜
御
祝
儀

御
祝

被
下
留
」、
貞
姫
・

麿
は
「
錦
花
殿
御
記
録
」
に
よ
っ
た
。
枝
君

で
は
、「
御
日
記
」
の
下
賜
品
の
中
に
「
御
産
所
御
取
払
ニ
付
」
と
す
る
品

が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
錦
花
殿
御
記
録
」
で
は
「
御
産
所
御
取
払
ニ
付
」

に
よ
る
品
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
記
録
作
成
部
署
に
よ
り
、
記
載

事
項
に
違
い
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。

7
）
「
御
日
記
」
嘉
永
五
年
閏
二
月
十
一
日
条

8
）
「
晟
章
殿
御
記
録
」
弘
化
四
年
五
月
十
七
日
条

9
）
「
晟
章
殿
御
記
録
」
お
よ
び
「
御
日
記
」
弘
化
四
年
七
月
三
十
日
条

10
）

峩
君
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、「
晟
章
殿
御
記
録
」
嘉
永
三
年
二
月
五
日
条

に
よ
る
。

11
）
「
御
記
録

永
春
館
役
所
」
と
「
御
日
記
」
嘉
永
三
年
三
月
四
日
条
に
よ
る

と
、
す
て
は
永
春
館
か
ら
関

殿
ま
で
峩
君
と
合
輿
し
て
同
行
す
る
。
し
か

し
、
峩
君
が
関

殿
よ
り
還
御
す
る
に
際
し
て
は
、
老
女
と
合
輿
し
て
永
春

館
に
戻
る
。
す
て
は
「
上
り
切
り
」
と
な
り
、
永
春
館
に
は
戻
っ
て
い
な
い
。

12
）
「
御
日
記
」
万
延
二
年
二
月
朔
日
条

13
）
「
御
日
記
」
天
保
三
年
十
月
三
日
条
、
お
よ
び
十
月
二
十
六
日
条

14
）

常
君
は
鷹
司
輔

の
娘
で
、
弘
化
三
年
十
月
朔
日
に
広
如
の
実
子
と
な
り
、

同
年
十
一
月
十
三
日
に
本
願
寺
に
入
寺
す
る
。
安
政
三
年
十
一
月
朔
日
に
幹

君
と
改
名
後
、
同
四
年
二
月
十
七
日
に
徳
如
と
結
婚
し
て
い
る
。

（
な
が
せ
・
ゆ
み

本
願
寺
史
料
研
究
所
研
究
助
手
）

※

※

※

※

※

【
編
集
後
記
】

ま
さ
か
、
西
脇
修
さ
ん
の
追
悼
文
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
る
と

は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
編
集
子
は
西
脇
さ
ん
に
、
放
言
に
近
い
愚
痴
を

柔
軟
に
受
け
止
め
て
も
ら
っ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
、
公
私
に
わ
た

っ
て
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
す
が
、
西
脇
さ
ん
の
包
容
力
に
甘
え
さ
せ

て
も
ら
う
ば
か
り
で
、
何
も
お
返
し
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
言
っ
て
も
詮
無
い
こ
と

で
す
が
、
ひ
た
す
ら
無
念
で
す
。

（
歩
弥
紡
）
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